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（論文内容の要約）

有機 EL       自発光素子      高       高速応答 視野角 
広    高画質 有      構造           薄型化         

化 可能      特長 有       有機 EL駆動用 TFT      高性能化 
高信頼性化 低   化 観点 課題 残     本研究   有機 EL      駆
動用 TFT 高性能化 高信頼性化 低   化 実現     Al  酸化物半導体 反
応 用  自己整合型酸化物      TFT 研究 行   

酸化物半導体 用  自己整合型      TFT構造 実現      金属 酸
化物半導体 反応 用  TFT         領域 安定的 低抵抗化出来    
示   a-IGZO膜上 Al        法 用  形成  酸素雰囲気中      
     1k /sq以下 低抵抗         領域 形成出来    示   3DAP解
析    a-IGZO膜中  Al 拡散        a-IGZO膜上  酸化       
形成        確認          a-IGZO膜中 拡散  Al       膜
中     濃度 増加           抵抗 低抵抗化 可能      示唆  

  試作  自己整合型      TFT       a-IGZO膜 用  場合  9.8
cm2/Vs 移動度 示   更      a-ITZO膜 用      a-IGZO    高 移
動度   32.4cm2/Vs 得    可能      示   

酸化物 TFTの PBTS信頼性試験においてアニール温度が高いプロセス条件にお
いて Vth変動の少ない高い信頼性の TFTが得られた。また、3DAP解析結果よりアニ
ール温度を高くすることで酸化物半導体とゲート絶縁膜界面の酸素濃度の均一な状

態が形成出来ていることが確認された。このことから、界面の酸素濃度の制御が酸化

物 TFTの信頼性において重要であることを示した。
酸化物半導体である a-IGZOと a-ITZOを TFTのチャネルに用いて、Alとの金属

反応を用いてソース／ドレイン領域を形成した自己整合型トップゲート TFTにより
駆動した 9.9inch qHDの有機ディスプレイパネルの試作動作を実証した。画素回路に
おける寄生容量の影響が低減されて、輝度ばらつきの少ない均一な表示特性の有機

ELディスプレイを形成出来ることを示した。更に TFTに印加される電圧を低減して、
消費電力の低減と高信頼性化の実現をすることが出来ることを示した。


